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は
じ
め
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（
（

（
1
）　

公
文
書
管
理
法
と
そ
の
施
行

公
文
書
管
理
法（（
（

は
、
平
成
二
一
年
に
制
定
、
平
成
二
三
年
四
月
一
日
に
施
行
さ
れ
て
い
る
。

公
文
書
管
理
法
が
施
行
さ
れ
た
平
成
二
三
年
は
、
東
日
本
大
震
災
の
あ
っ
た
年
で
あ
る
。
伝
え
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
公
文
書
管
理

法
は
当
時
、
施
行
に
む
け
た
準
備
が
ひ
と
し
き
り
終
わ
り
、
あ
と
は
施
行
を
む
か
え
る
ば
か
り
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
そ
う
で
あ
る
が
、
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後
に
、
当
時
内
閣
府
大
臣
官
房
審
議
官
（
公
文
書
管
理
担
当
）
の
武
川
光
夫
氏
は
、
当
時
の
こ
と
を
次
の
よ
う
に
回
顧
し
て
い
る
。「
正
直

な
と
こ
ろ
、
三
月
一
一
日
の
震
災
直
後
、
さ
ら
に
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
被
害
状
況
の
深
刻
さ
を
目
の
当
た
り
に
し
、
公
文
書
管
理

法
の
施
行
を
四
月
一
日
よ
り
延
期
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え
た
こ
と
も
一
度
で
は
な
か
っ
た
…
し
か
し
、
公
文
書
管
理
法
の
施
行
が
持

つ
歴
史
的
意
義
を
考
え
た
末
、
蓮
舫
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
当
時
）、
園
田
大
臣
政
務
官
（
当
時
）
に
も
ご
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
や
は
り

四
月
一
日
よ
り
施
行
す
べ
き
と
の
御
判
断
を
い
た
だ
い
た
。
こ
の
こ
と
は
、
現
時
点
で
も
正
し
い
判
断
で
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
」（

（
（

。

法
律
の
制
定
や
施
行
に
は
、「
タ
イ
ミ
ン
グ
」
が
あ
る
。
公
文
書
管
理
法
が
、
平
成
二
三
年
に
施
行
さ
れ
た
こ
と
は
、
日
本
の
歴
史
に

お
い
て
大
変
大
き
く
、
そ
し
て
重
い
歴
史
的
事
実
だ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

（
2
）　

公
文
書
管
理
法
施
行
に
よ
る
変
化

公
文
書
管
理
法
施
行
に
よ
る
文
書
管
理
行
政
の
変
化
は
多
数
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
大
き
な
変
化
の
一
つ
と
し
て
、
行
政
文
書
管
理
に
ま

つ
わ
る
問
題
が
顕
在
化
す
る
と
、
公
文
書
管
理
委
員
会
と
し
て
議
論
を
し
た
り
、
そ
の
点
に
関
す
る
調
査
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
必

要
で
あ
れ
ば
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
改
正
に
い
た
る
仕
組
み
が
整
え
ら
れ
た
こ
と
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

行
政
文
書
の
管
理
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン（（
（

と
は
、
公
文
書
管
理
法
一
〇
条
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
各
行
政
機
関
が
行
政
文
書
の

管
理
に
関
す
る
定
め
（「
行
政
文
書
管
理
規
則
」）
を
定
め
る
に
あ
た
っ
て
必
要
な
、
考
慮
さ
れ
る
べ
き
内
容
の
標
準
を
、「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

と
い
う
形
式
で
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、「
規
則
の
制
定
に
当
た
っ
て
は
、
本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
踏
ま
え
る
と
と
も
に

…
当
該
行
政
機
関
に
お
け
る
文
書
管
理
の
実
効
性
を
確
保
す
る
た
め
、
各
行
政
機
関
そ
れ
ぞ
れ
の
業
務
内
容
や
取
り
扱
う
文
書
の
性
格
、

組
織
体
制
等
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
す
る
。
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公
文
書
管
理
制
度
の
「
行
政
法
的
な
見
方
」
に
つ
い
て
（
野
口
）

後
述
す
る
よ
う
に
、
公
文
書
管
理
法
を
め
ぐ
る
現
状
と
し
て
、
平
成
二
七
年
か
ら
平
成
二
八
年
に
か
け
て
公
文
書
管
理
法
の
「
施
行
5

年
後
見
直
し
」
が
議
論
・
検
討
さ
れ
て
き
た（（
（

。
も
っ
と
も
、
こ
の
「
見
直
し
」
の
議
論
以
前
に
も
、
公
文
書
管
理
制
度
は
継
続
的
に
見
直

し
を
さ
れ
、「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
改
正
」
も
複
数
回
行
わ
れ
て
き
て
い
る
。
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
改
正
の
一
例
と
し
て
、
東
日
本
大
震
災
に
対

応
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
た
会
議
の
一
部
に
お
い
て
、
議
事
録
や
議
事
概
要
の
作
成
が
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
問
題
と
な
り
、
こ

の
点
に
関
す
る
議
論
が
行
わ
れ
、
こ
れ
は
具
体
的
に
は
、
平
成
二
四
年
六
月
二
九
日
の
行
政
文
書
管
理
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
改
正
と
し
て
結

実
し
て
い
る
。
東
日
本
の
事
例
以
外
の
大
き
な
改
正
と
し
て
は
、
平
成
二
六
年
七
月
一
日
、
す
べ
て
の
閣
僚
会
議
等
に
つ
い
て
開
催
日
時
、

開
催
場
所
、
出
席
者
、
発
言
者
、
お
よ
び
発
言
内
容
を
記
載
し
た
議
事
の
記
録
を
作
成
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
る
、
と
い
う
改
正
が
あ
る
。

ま
た
、
平
成
二
七
年
一
月
二
三
日
に
は
、
特
定
秘
密
保
護
法
の
制
定
・
施
行
を
受
け
、
特
定
秘
密
で
あ
る
情
報
が
記
録
さ
れ
た
行
政
文
書

に
つ
い
て
も
公
文
書
管
理
法
の
体
系
の
も
と
で
管
理
さ
れ
る
こ
と
を
明
確
化
す
る
と
と
も
に
、
特
定
秘
密
以
外
の
、
公
表
し
な
い
こ
と
と

さ
れ
て
い
る
情
報
が
記
録
さ
れ
た
行
政
文
書
に
つ
い
て
、
公
文
書
管
理
法
の
も
と
で
の
行
政
機
関
に
共
通
の
文
書
管
理
ル
ー
ル
が
定
め
ら

れ
て
い
る（（
（

。

2　

公
文
書
管
理
制
度
の
「
行
政
法
的
な
見
方
」
に
つ
い
て

（
1
）　

公
文
書
管
理
制
度
の
特
徴

公
文
書
管
理
制
度
の
特
徴
は
、
通
例
、
五
つ
の
軸
に
沿
っ
て
説
明
さ
れ
る（（
（

。

第
一
の
軸
は
、「
統
一
的
な
文
書
管
理
の
仕
組
み
が
構
築
さ
れ
た
」
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
ミ
ク
ロ
な
視
点
に
お
い
て
は
、
各
省
庁
に
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任
さ
れ
て
い
た
行
政
文
書
管
理
の
あ
り
方
に
つ
い
て
「
統
一
的
」
な
仕
組
み
が
構
築
さ
れ
た
と
い
う
意
味
で
あ
る
が
、
マ
ク
ロ
な
視
点
に

お
い
て
は
、
現
用
文
書
と
非
現
用
文
書
を
通
じ
た
「
統
一
的
な
」
仕
組
み
が
構
築
さ
れ
た
、
と
い
う
意
味
と
も
と
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

こ
れ
ま
で
、
現
用
文
書
に
つ
い
て
は
情
報
公
開
制
度
・
個
人
情
報
保
護
制
度
、
非
現
用
の
文
書
に
つ
い
て
は
公
文
書
館
の
制
度
、
と
分
断

さ
れ
て
い
た
仕
組
み
に
通
底
す
る
も
の
と
し
て
、
文
書
の
作
成
か
ら
廃
棄
・
移
管
・
移
管
後
に
つ
い
て
ま
で
の
取
扱
を
定
め
る
一
本
の
法

制
度
が
つ
く
ら
れ
た
、
と
い
う
こ
と
を
指
す
。

第
二
の
軸
は
、「
移
管
制
度
の
改
善
」
で
あ
る
。
従
前
は
、
公
文
書
館
に
移
管
す
べ
き
資
料
が
お
も
う
よ
う
に
移
管
さ
れ
ず
、
省
庁
内

で
保
存
さ
れ
続
け
た
り
、
廃
棄
さ
れ
て
し
ま
っ
た
り
、
散
逸
し
て
し
ま
っ
た
り
と
い
う
場
合
も
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
を

改
善
す
る
た
め
、「
レ
コ
ー
ド
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
」
と
い
う
新
た
な
仕
組
み
を
設
け
る
こ
と
を
通
じ
て
、
適
切
な
移
管
を
は
か
る
た
め
の
工

夫
が
講
じ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た（（
（

。

第
三
の
軸
は
、「
文
書
管
理
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
仕
組
み
を
導
入
し
た
」
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
内
閣
総
理
大
臣
を
文
書
管
理
の
司
令

塔
と
し
て
位
置
づ
け
る
と
い
う
公
文
書
管
理
法
の
特
徴
に
相
応
す
る
も
の
で
あ
る
。
文
書
管
理
の
観
点
か
ら
す
れ
ば
、行
政
一
体
と
し
て
、

統
一
的
な
文
書
管
理
の
基
準
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
い
え
る
が
、
従
来
は
こ
の
点
に
つ
き
、「
分
担
管
理
原
則
」
と
い

う
考
え
方
も
あ
り
、
省
庁
横
断
的
な
統
一
的
な
基
準
を
つ
く
る
こ
と
へ
の
難
し
さ
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
に
、
内
閣
総
理
大
臣
を
文

書
管
理
の
司
令
塔
と
す
る
公
文
書
管
理
制
度
が
構
築
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
内
閣
主
導
で
、
文
書
管
理
の
統
一
的
な
チ
ェ
ッ
ク
の
仕
組

み
を
導
入
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。

第
四
の
軸
は
、「
外
部
有
識
者
・
専
門
家
の
知
見
を
活
用
す
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
公
文
書
管
理
法
に
お
い
て
は
、
公
文
書
管
理

委
員
会
と
い
う
組
織
が
設
置
さ
れ
、
ま
た
、
国
立
公
文
書
館
の
位
置
づ
け
も
法
律
上
明
確
化
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
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第
五
の
軸
は
、「
特
定
歴
史
公
文
書
等
の
利
用
促
進
」
で
あ
る
。

（
2
）　
「
行
政
法
的
な
見
方
」
と
い
う
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
し
た
公
文
書
管
理
制
度

こ
の
よ
う
に
整
理
さ
れ
る
公
文
書
管
理
法
を
、「
行
政
法
的
な
見
方
」（

（
（

と
い
う
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
す
と
、ど
の
よ
う
に
み
え
て
く
る
の
か
。

第
一
の
軸
に
関
し
て
は
、
行
政
庁
に
「
文
書
作
成
義
務
」
が
課
さ
れ
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
、
文
書
管
理
の
基
準
を
「
規
則
」

と
い
う
形
式
で
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
点
も
重
要
で
あ
る
。
な
お
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、「
行
政
文
書
管
理
規
則
」
の
策
定
自

体
を
一
つ
の
「
行
政
活
動
」
と
し
て
と
ら
え
て
お
く
こ
と
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
。

第
三
の
軸
に
関
し
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
文
書
管
理
の
い
わ
ば
司
令
塔
と
し
て
、
内
閣
総
理
大
臣
に
様
々
な
権
限
が
与
え
ら
れ
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
内
閣
総
理
大
臣
に
は
、
行
政
文
書
の
廃
棄
に
つ
き
、「
事
前
同
意
」
権
を
与
え
ら
れ
て
い
る
（
八
条
二
項
）。
ま
た
、

内
閣
総
理
大
臣
に
は
、「
こ
の
法
律
を
実
施
す
る
た
め
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
は
、
行
政
機
関
の
長
に
対
し
、
公
文
書
等
の

管
理
に
つ
い
て
改
善
す
べ
き
旨
の
勧
告
を
し
、
当
該
勧
告
の
結
果
と
ら
れ
た
措
置
に
つ
い
て
報
告
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
の
規
定

が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
（
三
一
条
）（

（（
（

。

第
五
の
軸
に
関
し
て
、
歴
史
資
料
と
し
て
重
要
な
文
書
（
特
定
歴
史
公
文
書
等
）
の
利
用
の
仕
組
み
に
お
い
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
こ
れ

が
「
申
請
と
申
請
に
対
す
る
処
分
」
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
公
文
書
管
理
法
施
行
に
よ
り
、
制
度
が
大
き
く
か
わ
っ
た

点
の
一
つ
に
、
歴
史
的
公
文
書
の
利
用
手
続
の
法
定
化
が
あ
る
。
公
文
書
管
理
法
施
行
前
も
、
歴
史
的
資
料
の
開
示
制
度
は
あ
っ
た
が
、

そ
れ
が
法
律
上
の
権
利
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
も
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
が
多
い
と
も
い
わ
れ
て
い
た
。
公
文
書
館
内
部

の
独
自
の
制
度
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
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公
文
書
管
理
法
は
、
こ
の
点
も
改
革
点
と
し
て
い
る
。
国
民
の
「
利
用
請
求
権
」
を
、
憲
法
を
頂
点
と
す
る
法
体
系
の
な
か
で
、
具
体

的
に
は
公
文
書
管
理
法
に
よ
り
、
法
律
上
の
権
利
と
し
て
明
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
（
一
六
条
）（

（（
（

。
国
民
の
視
点
、
と
い
う
点
か
ら
す
れ
ば
、

こ
れ
は
権
利
の
拡
大
、
制
度
化
と
い
う
変
化
（
利
用
請
求
権
（
権
利
）
の
付
与
）
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
方
、
こ
の
規
定
に

つ
い
て
「
行
政
法
的
な
見
方
」
を
強
調
す
る
と
、
こ
の
規
定
は
、「
申
請
と
申
請
に
対
す
る
処
分
」
を
創
設
す
る
も
の
と
み
え
る
。
私
人

か
ら
の
利
用
請
求
は
、
公
文
書
館
等
の
長
の
判
断
を
仰
ぐ
「
申
請
」
で
あ
り
、
こ
れ
に
対
す
る
公
文
書
館
長
の
長
の
決
定
は
、「
処
分
」

と
い
う
行
政
活
動
で
あ
る（（（
（

。
つ
ま
り
、
公
文
書
管
理
法
の
制
定
施
行
に
よ
り
、
公
文
書
館
等
の
長
は
、
利
用
請
求
と
い
う
申
請
の
決
定
（
申

請
に
対
す
る
処
分
）
を
な
す
と
い
う
意
味
で
、「
行
政
庁
化
し
た
」
の
で
あ
る
。
公
文
書
館
等
の
長
は
、自
ら
の
決
定
が
、場
合
に
よ
っ
て
は
、

行
政
不
服
審
査
制
度
や
行
政
事
件
訴
訟
制
度
の
な
か
で
争
い
の
対
象
と
な
り
う
る
と
い
う
意
味
で
の
緊
張
感
の
あ
る
関
係
と
も
と
る
こ
と

が
で
き
よ
う
。

翻
っ
て
、
も
し
、
歴
史
的
公
文
書
の
利
用
請
求
の
仕
組
み
に
、
ど
こ
か
改
善
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
が
あ
る
と
す
る
場
合
、
そ
れ

は
行
政
法
的
に
は
、「
申
請
に
対
す
る
処
分
」と
い
う
仕
組
み
が
う
ま
く
機
能
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
に
換
言
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

そ
し
て
こ
の
よ
う
に
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
申
請
手
続
の
ど
の
点
を
改
善
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
、
そ
の
課
題
を
明
確
に
し
て

い
く
こ
と
が
可
能
と
な
る
だ
ろ
う
。
例
え
ば
、
目
録
の
記
載
が
不
親
切
で
あ
っ
た
り
不
十
分
で
あ
っ
た
り
す
る
こ
と
に
よ
り
、
申
請
が
出

し
に
く
い
と
い
う
問
題
が
あ
る
の
だ
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
「
法
律
上
の
申
請
権
（
の
行
使
）」
に
ま
つ
わ
る
問
題
で
あ
る
。
明
確
な
審
査
基

準
が
存
在
し
な
い
が
故
に
審
査
に
困
難
が
生
じ
て
い
な
い
か
、
ま
た
は
、
処
分
権
者
の
審
査
能
力
や
審
査
体
制
や
十
分
な
も
の
と
な
っ
て

い
る
か
、
と
い
っ
た
問
題
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
「
審
査
過
程
、
審
査
手
続
」
の
問
題
で
あ
る
。
処
分
後
の
処
理
、
不
服
処
理
の

不
十
分
さ
、
救
済
手
続
の
使
い
づ
ら
さ
な
ど
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、
事
後
救
済
手
続
の
問
題
（
不
服
審
査
手
続
、
訴
訟
手
続
の
問
題
）
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公
文
書
管
理
制
度
の
「
行
政
法
的
な
見
方
」
に
つ
い
て
（
野
口
）

と
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

（
3
）　
「
行
政
法
的
な
見
方
」
の
必
要
性

こ
の
よ
う
に
、
公
文
書
管
理
制
度
に
ま
つ
わ
る
様
々
な
仕
組
み
や
規
律
の
な
か
か
ら
、「
行
政
の
活
動
」
を
抽
出
し
、
そ
の
位
置
づ
け
、

関
係
性
、
機
能
性
に
つ
い
て
分
析
を
し
て
い
く
と
い
う
、
こ
の
よ
う
な
見
方
を
「
行
政
法
的
な
見
方
」
と
よ
ん
で
き
た
が
、
こ
の
フ
ィ
ル

タ
ー
を
通
す
と
、
そ
の
領
域
の
行
政
手
法
配
置
の
特
殊
性
が
浮
か
び
あ
が
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
分
析
を
通
し
て
み
る
と
、
点
在
す

る
行
政
活
動
を
い
か
に
結
び
つ
け
て
い
く
か
、
機
能
的
な
も
の
と
し
て
改
善
し
て
い
く
か
、
制
度
の
実
効
性
確
保
の
た
め
に
ど
の
行
政
活

動
に
注
目
し
、
ど
の
よ
う
に
改
革
を
は
か
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
と
い
っ
た
諸
問
題
が
、
明
確
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

公
文
書
管
理
制
度
も
行
政
の
仕
組
み
の
一
つ
で
あ
る
以
上
、
法
制
度
と
し
て
こ
の
領
域
に
点
在
す
る
行
政
活
動
に
着
目
す
る
必
要
が
あ

る
。
現
在
、
公
文
書
管
理
制
度
に
対
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
諸
課
題
へ
の
対
応
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
ら
が
ど
の
行
政
活
動
に
か
か
わ
る
も

の
か
を
整
理
し
、
そ
の
ど
の
よ
う
な
点
を
改
善
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
、
行
政
法
学
と
い
う
立
場
で

公
文
書
管
理
制
度
に
か
か
わ
っ
て
い
く
意
味
と
意
義
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

続
い
て
、
こ
の
よ
う
な
「
見
方
」
を
念
頭
に
お
き
つ
つ
、「
各
主
体
の
位
置
づ
け
」
に
注
目
し
な
が
ら
、
公
文
書
管
理
制
度（（（
（

の
現
状
分

析
を
行
う
。
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3　

公
文
書
管
理
制
度
に
お
け
る
各
主
体
の
位
置
づ
け

（
1
）　

行
政
機
関

ま
ず
「
行
政
機
関
」
に
か
か
わ
る
規
定
の
な
か
か
ら
、
四
条
と
一
〇
条
を
検
討
す
る
。

公
文
書
管
理
法
に
お
い
て
、「
行
政
機
関
」
は
、
公
文
書
を
作
成
し
、
管
理
し
、
そ
し
て
移
管
ま
た
は
廃
棄
す
る
、
と
い
う
主
体
と
な

る
（
四
条
）。
こ
の
四
条
の
義
務
違
反
に
対
す
る
制
裁
は
公
文
書
管
理
法
の
な
か
に
は
存
在
し
て
お
ら
ず
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
国
家
公
務
員

法
の
懲
戒
規
定
等（（（
（

で
対
応
さ
れ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
公
文
書
管
理
法
上
に
制
裁
の

規
定
が
お
か
れ
て
い
な
い
こ
と
や
、
国
家
公
務
員
法
上
の
懲
戒
権
の
発
動
が
本
当
に
行
わ
れ
る
の
か
と
い
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
の
批
判
も

存
在
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
た
だ
、
行
政
組
織
の
な
か
で
、
行
政
法
規
に
刻
ん
で
あ
る
「
義
務
」
を
履
行
し
な
か
っ
た
こ
と
は
、
す

な
わ
ち
、
公
務
員
組
織
と
い
う
部
分
社
会
に
お
い
て
、
組
織
内
部
の
秩
序
を
乱
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の
こ
と
に
起
因
す
る
負
の
影

響
は
小
さ
く
は
な
い
と
思
わ
れ
、
行
政
機
関
の
文
書
の
作
成
義
務
が
法
律
上
の
義
務
と
し
て
刻
ま
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
法
制
度
と
し
て

大
変
に
重
た
い
こ
と
と
い
え
よ
う
。

一
〇
条
は
、
行
政
機
関
の
長
に
、
行
政
文
書
管
理
規
則
の
策
定
を
義
務
づ
け
る
規
定
で
あ
る
。
文
書
管
理
規
則
は
、「
規
則
」（
行
政
の

内
部
的
な
基
準
、
行
政
規
則
）（

（（
（

と
位
置
づ
け
ら
れ
、「
行
政
が
策
定
す
る
も
の
」
と
い
う
意
味
で
、
行
政
の
活
動
が
形
に
な
っ
た
も
の
と
と
ら

え
ら
れ
る
。
私
見
で
は
、
こ
の
行
政
文
書
管
理
規
則
の
「
策
定
」
と
い
う
行
政
活
動
そ
の
も
の
に
、
も
っ
と
着
目
す
べ
き
で
は
な
い
か
と

考
え
る
。
と
い
う
の
は
、
こ
の
行
政
文
書
管
理
規
則
は
、
行
政
の
現
用
文
書
の
管
理
の
あ
り
方
を
、
透
明
化
し
可
視
化
す
る
も
の
と
考
え
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公
文
書
管
理
制
度
の
「
行
政
法
的
な
見
方
」
に
つ
い
て
（
野
口
）

ら
れ
る
か
ら
で
あ
る（（（
（

。
現
用
文
書
の
管
理
の
あ
り
方
の
ど
こ
か
に
問
題
は
な
い
か
、や
り
づ
ら
さ
な
ど
は
な
い
か
と
い
っ
た
点
を
検
討
し
、

改
善
し
て
い
く
た
め
に
は
、
こ
の
「
文
書
管
理
規
則
」
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
2
）　

内
閣
総
理
大
臣
と
公
文
書
管
理
委
員
会

次
に
、「
内
閣
総
理
大
臣
」
と
「
公
文
書
管
理
委
員
会
」
に
関
す
る
規
定
を
検
討
す
る
。

内
閣
総
理
大
臣
に
は
、
文
書
管
理
の
司
令
塔
と
し
て
、
様
々
な
権
限
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
行
政
文
書
の
廃
棄
に
関
す
る
内

閣
総
理
大
臣
の
事
前
同
意
（
八
条
二
項
）、
報
告
を
受
け
、
場
合
に
よ
っ
て
は
調
査
を
命
じ
る
権
限
（
九
条
）、
行
政
文
書
管
理
規
則
に
つ
い

て
の
同
意
権
（
一
〇
条
三
項
）、
特
定
歴
史
公
文
書
等
に
つ
い
て
の
廃
棄
の
同
意
権
（
二
六
条
）、
利
用
等
規
則
へ
の
同
意
権
（
二
七
条
三
項
）、

勧
告
権
（
三
一
条
）、
と
い
っ
た
権
限
で
あ
る
。

内
閣
総
理
大
臣
が
上
記
の
権
限
行
使
を
な
す
に
あ
た
っ
て
は
、
公
文
書
管
理
委
員
会
に
「
諮
問
す
る
」
と
い
う
規
定
が
設
け
ら
れ
て
い

る
（
二
九
条
）。
す
な
わ
ち
、
公
文
書
管
理
委
員
会
は
、
内
閣
総
理
大
臣
が
文
書
管
理
に
ま
つ
わ
る
重
要
決
定
を
す
る
際
に
、
専
門
的
な
立

場
か
ら
議
論
を
し
て
、
そ
の
検
討
を
具
申
し
て
い
く
と
い
う
位
置
づ
け
に
あ
る
。
ま
た
、
公
文
書
管
理
委
員
会
は
、
不
服
申
立
が
行
わ
れ

た
場
合
、
諮
問
を
受
け
る
と
い
う
重
要
な
任
務
も
担
っ
て
い
る（（（
（

。

公
文
書
管
理
委
員
会
は
（
不
服
分
科
会
の
活
動
も
含
め
て
）、
文
書
管
理
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て
多
数
の
問
題
を
議
論
し
、
判
断
を
下
し
、

蓄
積
を
し
て
き
て
い
る
。
私
見
で
は
、
知
見
蓄
積
の
活
用
が
、
公
文
書
管
理
制
度
の
活
性
化
に
大
き
な
効
果
を
も
た
ら
す
の
で
は
な
い
か

と
考
え
る
。
粗
削
り
で
、
ま
っ
た
く
洗
練
さ
れ
た
ア
イ
デ
ア
で
は
な
い
が
、
例
え
ば
、
内
閣
総
理
大
臣
の
「
勧
告
」
よ
り
も
も
う
少
し
イ

ン
フ
ォ
ー
マ
ル
で
ソ
フ
ト
な
「
指
令
（
デ
ィ
レ
ク
テ
ィ
ブ
）」
と
か
「
指
針
（
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）」
の
発
出
と
い
っ
た
手
法
（「
行
政
指
導
」
に
近
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い
も
の
）
を
制
度
化
す
る
と
い
う
こ
と
も
、
あ
り
う
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
き
、
ア
メ
リ
カ
国
立
公
文
書
記
録
管
理
局

（N
A

RA
, N

ational A
rchives and Records A

dm
inistration

）
の
館
長
の
、
文
書
管
理
に
関
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
諸
権
限
の
存
在
が
参

考
に
な
る（（（
（

。
デ
ィ
レ
ク
テ
ィ
ブ
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
と
い
っ
た
行
政
内
部
の
活
動
を
活
性
化
し
、
実
効
性
の
あ
る
も
の
に
し
て
い
く

方
向
性
は
、
わ
が
国
の
公
文
書
管
理
法
制
度
の
改
善
に
も
参
考
に
な
る
手
法
な
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

（
3
）　

国
民
と
公
文
書
館
等

続
い
て
、
文
書
管
理
制
度
の
利
用
者
で
あ
る
「
国
民
」
と
、
歴
史
公
文
書
等
を
管
理
・
保
管
す
る
「
公
文
書
館
」
に
関
す
る
条
文
を
検

討
す
る
。

上
述
の
通
り
、
公
文
書
管
理
法
は
、
特
定
歴
史
的
公
文
書
等
に
関
す
る
「
国
民
の
利
用
請
求
権
」
を
定
め
て
い
る
（
一
六
条
）。
ま
た
、

利
用
請
求
に
対
す
る
決
定
は「
処
分
」と
位
置
づ
け
ら
れ
、行
政
不
服
審
査
及
び
行
政
訴
訟
の
対
象
と
な
る
も
の
と
整
理
さ
れ
て
い
る（
二
一

条
）。
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り
導
入
さ
れ
た
利
用
請
求
権
、
不
服
審
査
請
求
権
の
制
度
改
善
を
検
討
す
る
際
に
は
、
利
用
者
の
視
点
に
立
っ

た
制
度
の
見
直
し
の
議
論
が
必
須
と
な
ろ
う
。

こ
の
点
に
か
か
わ
り
、
公
文
書
管
理
法
の
五
年
後
見
直
し
の
な
か
で
行
わ
れ
た
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
よ
れ
ば
、
法
律
上
の
利
用
請
求
及
び
不

服
審
査
制
度
が
必
ず
し
も
利
用
者
の
心
を
掴
ん
で
は
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
状
況
が
共
有
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た（（（
（

。
ま
ず
利
用
請

求
に
つ
い
て
、
公
文
書
管
理
法
の
制
定
が
、
か
え
っ
て
文
書
の
利
用
の
あ
り
方
を
消
極
化
さ
せ
て
し
ま
う
面
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い

う
指
摘
が
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
あ
る
人
物
に
か
か
わ
る
事
柄
を
、
学
問
上
の
興
味
か
ら
調
べ
て
い
て
、
そ
の
人
物
に
か
か
わ
る
資
料
の
利

用
請
求
を
出
し
た
と
す
る
と
、
こ
れ
に
対
し
て
、
実
施
機
関
側
が
、
資
料
中
に
あ
る
人
物
名
を
不
開
示
事
由
と
し
て
の
「
個
人
情
報
」（

（（
（

に
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公
文
書
管
理
制
度
の
「
行
政
法
的
な
見
方
」
に
つ
い
て
（
野
口
）

該
当
す
る
と
し
て
、
ふ
せ
て
（
黒
塗
り
で
）
利
用
決
定
を
す
る
可
能
性
が
生
じ
る
。
こ
の
結
果
、
あ
る
人
物
に
関
す
る
資
料
を
請
求
し
た

と
し
て
も
、
文
書
中
に
で
て
く
る
人
物
名
が
す
べ
て
黒
塗
り
と
な
り
、
資
料
的
価
値
の
薄
い
文
書
と
な
っ
て
し
ま
う
お
そ
れ
が
あ
る
、
と

い
う
指
摘
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
公
文
書
管
理
法
上
の
「
特
定
歴
史
公
文
書
等
」
開
示
の
基
準
が
、
現
用
文
書
（
情
報
公
開
法
）
の
開
示
の

基
準
に
並
行
す
る
形
で
つ
く
ら
れ
た
帰
結
と
も
い
え
る
。
公
文
書
管
理
法
を
制
定
す
る
一
つ
の
大
き
な
意
義
と
さ
れ
た
「
現
用
文
書
と
非

現
用
文
書
を
つ
な
ぐ
し
く
み
」
と
い
う
考
え
方
を
貫
い
た
結
果
で
あ
り
、制
度
の
運
用
と
し
て
は
誤
っ
て
い
な
い
も
の
と
は
思
わ
れ
る
が
、

個
別
の
利
用
請
求
の
場
面
に
お
い
て
、
資
料
の
内
容
や
位
置
づ
け
な
ど
を
勘
案
し
、
そ
の
特
性
を
鑑
み
た
運
用
を
考
え
て
い
く
べ
き
点
に

つ
い
て
の
、
利
用
者
側
か
ら
の
指
摘
と
受
け
止
め
ら
れ
る
。

次
に
不
服
審
査
請
求
に
つ
い
て
、
利
用
請
求
に
対
す
る
実
施
機
関
の
決
定
に
不
服
が
あ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、「
不
服
審
査
請
求
」
の

手
続
を
と
る
の
で
は
な
く
、
ま
た
後
日
あ
ら
た
め
て
原
資
料
の
利
用
請
求
を
出
す
こ
と
を
選
択
す
る
可
能
性
が
あ
り
う
る
と
い
う
意
見
も

あ
っ
た
。
私
人
に
と
っ
て
救
済
の
仕
組
み
（
不
服
審
査
制
度
）
が
用
意
さ
れ
て
い
る
場
合
に
、
救
済
を
必
要
と
す
る
私
人
は
そ
の
救
済
の
仕

組
み
を
利
用
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
と
考
え
る
の
は
、
行
政
法
学
的
思
考
に
お
け
る
無
意
識
の
想
定
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
現
場
の

利
用
者
の
声
と
し
て
は
、
審
査
請
求
と
い
う
の
は
大
仰
な
手
続
と
い
う
印
象
が
あ
っ
て
、
ま
た
、
利
用
請
求
へ
の
対
応
は
、
請
求
に
対
応

す
る
職
員
ご
と
に
異
な
る
こ
と
も
あ
り
う
る
と
い
っ
た
よ
う
な
感
情
が
、
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、「
不
服
が
あ
る
私
人
は
不
服

審
査
」
と
い
う
想
定
が
、
そ
も
そ
も
機
能
し
て
い
な
い
。
こ
れ
が
現
場
の
「
感
覚
」
な
の
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
気
づ
き
を
得
て
、
翻
っ

て
、
公
文
書
の
利
用
請
求
、
利
用
決
定
、
不
服
審
査
の
あ
り
方
が
、
国
民
（
利
用
者
）
の
ニ
ー
ズ
に
沿
う
よ
う
な
も
の
に
な
る
こ
と
と
い

う
視
点
の
重
要
性
に
気
づ
か
さ
れ
る
指
摘
と
い
え
る
。

利
用
請
求
に
つ
い
て
は
も
う
一
つ
の
課
題
が
あ
る
。
公
文
書
管
理
法
の
な
か
で
、
公
文
書
館
は
、
移
管
さ
れ
た
公
文
書
を
保
管
し
、
管
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理
し
、
利
用
に
供
す
る
と
い
う
役
割
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
現
用
文
書
に
つ
い
て
は
作
成
元
の
行
政
機
関
が
管
理
し
、
請
求
に
対
す
る
開

示
決
定
を
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
対
し
、
非
現
用
文
書
に
つ
い
て
は
移
管
を
受
け
た
公
文
書
館
が
、（
作
成
元
の
行
政
機
関
と
は
異
な
る

立
場
で
）
利
用
決
定
を
す
る
と
い
う
構
造
で
あ
る
。

公
文
書
管
理
法
に
は
、
文
書
の
移
管
を
ス
ム
ー
ズ
な
も
の
と
す
る
た
め
、「
行
政
機
関
の
長
は
、
保
存
期
間
が
満
了
し
た
行
政
文
書
フ
ァ

イ
ル
等
に
つ
い
て
…
移
管
又
は
廃
棄
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（
八
条
一
項
）
と
定
め
て
い
る
。
ま
た
、「
行
政
機
関
の
長
は
、
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
国
立
公
文
書
館
等
に
移
管
す
る
行
政
文
書
フ
ァ
イ
ル
等
に
つ
い
て
、
第
一
六
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
す
る

も
の
と
し
て
国
立
公
文
書
館
等
に
お
い
て
利
用
の
制
限
を
行
う
こ
と
が
適
切
で
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
は
、
そ
の
旨
の
意
見
を
付
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」（
八
条
三
項
）
と
の
規
定
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
規
定
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
特
定
歴
史
公
文
書
等
の
開
示
・
不
開
示
の
決

定
は
、
実
施
機
関
（
公
文
書
館
等
）
に
対
し
、
困
難
な
判
断
を
担
わ
せ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。
実
施
機
関
に
対
し
て
は
、

移
管
元
行
政
機
関
と
の
関
係
（
特
に
意
見
等
が
付
さ
れ
て
い
る
場
合
）
に
お
い
て
は
非
開
示
判
断
の
要
請
が
働
く
で
あ
ろ
う
し
、
資
料
の
活

用
と
い
う
観
点
か
ら
は
開
示
判
断
の
要
請
が
働
く
こ
と
と
な
り
、
相
互
に
対
立
す
る
要
請
の
な
か
に
お
か
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
公

文
書
館
は
、
こ
の
よ
う
な
難
し
い
調
整
の
な
か
で
、
多
様
か
つ
様
々
な
内
容
・
形
態
の
特
定
歴
史
公
文
書
等
に
つ
き
、
そ
れ
ら
の
資
料
的

価
値
や
特
性
を
勘
案
し
な
が
ら
、
不
開
示
事
由
該
当
性
に
つ
い
て
判
断
を
下
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
法
制
度
と
し
て

の
公
文
書
管
理
法
の
今
後
を
考
え
る
場
合
に
は
、
こ
の
点
を
直
視
し
、
実
施
機
関
の
負
担
を
減
ら
す
よ
う
な
仕
組
み
作
り
を
考
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
よ
り
具
体
的
に
い
え
ば
、
不
服
審
査
手
続
に
つ
い
て
は
、
移
管
元
行
政
機
関
、
公
文
書
館
、

諮
問
機
関
で
あ
る
公
文
書
管
理
委
員
会
、
制
度
を
所
管
す
る
内
閣
府
の
、
各
々
の
役
割
分
担
を
見
直
し
、
必
要
な
点
に
つ
い
て
の
整
理
や

改
善
を
早
急
に
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う（（（
（

。
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公
文
書
管
理
制
度
の
「
行
政
法
的
な
見
方
」
に
つ
い
て
（
野
口
）

4　

五
年
後
見
直
し
の
議
論
に
つ
い
て

（
1
）　
「
公
文
書
管
理
法
施
行
五
年
後
見
直
し
に
つ
い
て
」

公
文
書
管
理
委
員
会
で
は
、
第
四
四
回
公
文
書
管
理
委
員
会
（
二
〇
一
五
年
九
月
二
八
日
開
催
）
に
て
、「
公
文
書
管
理
法
施
行
五
年
後
見

直
し
に
つ
い
て
」
が
議
題
に
の
ぼ
り
、
そ
の
後
、
第
四
五
回
か
ら
第
五
〇
回
の
六
回
に
わ
た
る
審
議
・
検
討
が
重
ね
ら
れ
た（（（
（

。

五
年
後
見
直
し
に
お
い
て
議
論
さ
れ
た
こ
と
は
多
方
面
に
わ
た
り
、
様
々
な
内
容
が
あ
っ
た
。
報
告
書
で
は
以
下
の
三
つ
の
柱
で
ま
と

め
ら
れ
て
い
る
。

（
2
）　

第
一
の
柱
─
現
用
文
書
と
非
現
用
文
書
を
つ
な
ぐ
評
価
選
別
の
在
り
方
に
つ
い
て

第
一
の
柱
は
、「
現
用
文
書
と
非
現
用
文
書
を
つ
な
ぐ
評
価
選
別
の
在
り
方
に
つ
い
て
」
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
具
体
的
に
は
、

①
公
文
書
管
理
法
の
施
行
に
よ
り
、
歴
史
的
に
重
要
な
行
政
文
書
が
行
政
機
関
に
お
け
る
評
価
選
別
を
経
て
移
管
さ
れ
る
制
度
が
確
立

し
た
こ
と
、
②
行
政
文
書
フ
ァ
イ
ル
が
歴
史
資
料
と
し
て
重
要
な
も
の
で
あ
る
か
否
か
を
早
期
に
判
断
す
る
た
め
の
「
レ
コ
ー
ド
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
」
の
仕
組
み
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
、
③
行
政
文
書
管
理
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
よ
り
、
各
行
政
機
関
に
お
け
る
評
価
選
別
の
一
般
的

な
基
準
が
整
理
さ
れ
た
こ
と
、
な
ど
の
現
状
が
確
認
さ
れ
た
。
そ
の
上
で
、
④
行
政
機
関
の
職
員
が
現
状
の
業
務
環
境
の
な
か
で
、
公
文

書
管
理
法
に
対
応
し
た
評
価
選
別
に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
考
慮
の
必
要
が
あ
る
こ
と
、
⑤
各
行
政
機
関
に
お
け

る
文
書
管
理
業
務
の
体
制
を
充
実
・
強
化
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
、
と
い
っ
た
課
題
が
指
摘
さ
れ
た
。



四
〇
二

こ
の
第
一
の
柱
に
関
連
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て
は
、
行
政
文
書
管
理
規
則
の
見
直
し
が
鍵
に
な
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

こ
れ
ま
で
は
、
各
々
の
組
織
に
お
い
て
、
内
閣
府
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
た
ほ
ぼ
一
律
の
行
政
文
書
管
理
規
則
が
策
定
さ
れ
て
き
て
い

る
が
、
公
文
書
管
理
法
の
施
行
か
ら
五
年
を
経
過
し
た
い
わ
ば
「
第
2
フ
ェ
ー
ズ
」
に
お
い
て
は
、
組
織
ご
と
の
特
性
に
応
じ
た
独
自
性

あ
る
規
定
を
考
え
て
い
く
発
展
の
可
能
性
も
あ
り
う
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
保
存
年
限
の
設
定
の
仕
方
、
文
書

の
区
分
や
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
の
方
法
、
レ
コ
ー
ド
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
設
定
の
あ
り
方
や
そ
の
検
証
と
い
っ
た
種
々
の
文
書
管
理
の
あ
り
方
を
改

め
て
見
直
し
、
文
書
管
理
規
則
の
改
正
で
対
応
す
る
と
い
う
作
業
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
3
）　

第
二
の
柱
─
特
定
歴
史
公
文
書
等
に
つ
い
て

第
二
の
柱
は
、「
特
定
歴
史
公
文
書
等
に
つ
い
て
」
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
具
体
的
に
は
、
①
公
文
書
管
理
法
の
施
行
に
よ
り
、

歴
史
的
公
文
書
の
利
用
の
仕
組
み
や
サ
ー
ビ
ス
は
大
き
く
向
上
し
た
と
評
価
さ
れ
て
い
る
一
方
、資
料
の
検
索
手
段
の
整
備
に
あ
た
っ
て
、

目
録
の
整
備
に
課
題
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
、
②
歴
史
的
公
文
書
の
利
用
決
定
に
お
い
て
、
開
示
非
開
示
の
判
断
に
お
い
て

事
な
か
れ
主
義
的
に
す
べ
て
利
用
制
限
を
し
て
い
る
印
象
が
強
い
と
の
指
摘
が
あ
る
こ
と
、
歴
史
的
な
文
書
で
あ
る
と
い
う
点
を
考
慮
し

て
明
示
的
に
制
限
す
べ
き
事
項
以
外
は
原
則
的
に
公
開
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
、
③
特
定
歴
史
文
書
等
の
利
用
審
査
に
あ
た
っ

て
は
、
歴
史
的
な
知
見
を
有
し
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
受
け
た
ス
タ
ッ
フ
が
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
、
④
公
立
公
文
書
館
等
に
お

け
る
事
務
作
業
が
増
大
し
て
お
り
、
現
状
の
運
営
体
制
も
踏
ま
え
た
利
用
審
査
の
効
率
化
や
負
担
軽
減
を
配
慮
す
べ
き
こ
と
、
と
い
っ
た

指
摘
が
な
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
諸
課
題
は
明
確
な
の
で
、
手
を
つ
け
て
い
き
や
す
い
課
題
も
少
な
く
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
目
録
の
整
備
や
資
料
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公
文
書
管
理
制
度
の
「
行
政
法
的
な
見
方
」
に
つ
い
て
（
野
口
）

検
索
の
利
便
性
の
向
上
な
ど
と
い
っ
た
方
策
に
つ
い
て
、
可
能
な
具
体
策
が
検
討
さ
れ
て
い
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
4
）　

第
三
の
柱
─
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
文
書
管
理
に
つ
い
て

第
三
の
柱
は
、「
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
文
書
管
理
に
つ
い
て
」
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
具
体
的
に
は
、
①
文
書
管
理
の
条

例
化
や
公
文
書
館
の
設
置
の
状
況
・
考
え
方
は
、
地
方
公
共
団
体
ご
と
に
様
々
で
あ
る
こ
と
、
②
取
組
に
着
手
し
た
地
方
公
共
団
体
が
あ

る
一
方
、
具
体
的
な
取
組
が
進
ん
で
い
な
い
地
方
公
共
団
体
も
少
な
く
な
い
こ
と
、
③
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
取
組
の
推
進
に
あ
た
っ

て
は
、
利
用
に
つ
い
て
の
イ
メ
ー
ジ
を
地
域
に
定
着
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
、
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

五
年
後
見
直
し
で
と
り
ま
と
め
ら
れ
た
よ
う
に
、
地
方
公
共
団
体
の
取
組
の
推
進
に
向
け
て
、
可
能
な
方
策
を
考
え
て
い
く
と
い
う
こ

と
は
重
要
で
あ
り
、
本
格
的
に
推
進
を
し
て
い
く
た
め
に
は
、
仕
組
み
と
し
て
の
工
夫
も
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
え
よ
う
。

こ
の
点
、
条
例
と
セ
ッ
ト
で
は
な
い
公
文
書
館
の
設
置
の
検
討
、
単
体
・
独
立
の
「
館
」
と
し
て
で
は
な
い
公
文
書
館
の
運
営
な
ど
を
可

能
に
す
る
制
度
枠
組
み
の
設
定
と
い
っ
た
よ
う
に
、
ま
だ
考
え
方
の
工
夫
の
余
地
は
残
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る（（（
（

。

5　

終
わ
り
に

最
後
に
、
こ
こ
最
近
議
論
さ
れ
て
い
る
新
し
い
公
文
書
館
の
設
置
（
い
わ
ゆ
る
「
新
国
立
公
文
書
館
」
構
想
）
に
つ
い
て
触
れ
、
本
稿
の
総

括
に
か
え
た
い
。

現
在
、
内
閣
府
に
設
置
さ
れ
て
い
る
「
国
立
公
文
書
館
の
機
能
・
施
設
の
在
り
方
等
に
関
す
る
調
査
検
討
会
議
」
に
お
い
て
、
新
た
な
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公
文
書
館
の
設
置
に
つ
い
て
の
議
論
が
す
す
め
ら
れ
て
い
る（（（
（

。
ま
た
、平
成
二
八
年
五
月
二
六
日
の
衆
議
院
小
委
員
会
の
会
合
に
お
い
て
、

二
つ
の
候
補
地
の
う
ち
の
一
つ
（
憲
政
記
念
館
敷
地
）
に
整
備
へ
と
い
う
方
向
で
決
定
も
行
わ
れ
て
お
り（（（
（

、
今
後
は
、
平
成
二
八
年
度
末
ま

で
に
地
質
調
査
等
の
上
、
最
終
決
定
が
な
さ
れ
る
見
込
み
の
よ
う
で
あ
る
。

「
新
国
立
公
文
書
館
」
の
設
置
に
よ
り
、
公
文
書
館
や
公
文
書
管
理
制
度
の
認
知
度
が
上
が
る
こ
と
は
、
公
文
書
管
理
制
度
の
向
上
に

プ
ラ
ス
の
影
響
を
与
え
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。「
新
し
い
」
公
文
書
館
が
設
置
さ
れ
、
認
知
度
が
上
が
る
こ
と
に
よ
り
、
公
文
書
管
理

制
度
の
利
用
者
の
幅
が
広
が
る
こ
と
も
期
待
で
き
よ
う
。
利
用
者
の
幅
を
広
げ
、多
く
の
利
用
者
の
間
で
公
文
書
管
理
制
度
が
活
用
さ
れ
、

議
論
が
共
有
さ
れ
て
い
く
こ
と
が
、
制
度
の
向
上
の
議
論
に
果
た
す
影
響
は
少
な
く
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

（
1
）
本
稿
は
、
平
成
二
八
年
八
月
二
九
日
に
開
催
さ
れ
た
、
独
立
行
政
法
人
国
立
公
文
書
館
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
研
修
1
で
講
義
し
た
内
容
を
基
に
、
そ

の
一
部
を
文
章
化
し
た
原
稿
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
本
稿
に
お
け
る
引
用
参
照
文
献
の
記
述
等
が
か
な
り
限
定
的
な
も
の
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い

る
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
お
詫
び
申
し
あ
げ
た
い
。

（
2
）
公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
一
年
七
月
一
日
法
律
第
六
六
号
）。
以
下
「
公
文
書
管
理
法
」。
な
お
、
論
文
中
の
条
文
は
、
断
り

の
な
い
限
り
公
文
書
管
理
法
の
条
文
を
指
す
。

（
3
）
武
川
光
夫
「
公
文
書
管
理
法
の
意
義
と
課
題
〜
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
事
例
を
踏
ま
え
て
〜
」
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
四
七
号
一
頁
（
国
立
公
文
書
館
、

二
〇
一
二
年
六
月
）。

（
4
）
行
政
文
書
の
管
理
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
平
成
二
三
年
四
月
一
日
内
閣
総
理
大
臣
決
定
）。

（
5
）
こ
の
議
論
は
「
公
文
書
管
理
法
施
行
5
年
後
見
直
し
に
関
す
る
検
討
報
告
書
」（
平
成
二
八
年
三
月
二
三
日
公
文
書
管
理
委
員
会
）
と
し
て
と
り

ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

（
6
）
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
第
10
「
公
表
し
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
情
報
が
記
録
さ
れ
た
行
政
文
書
の
管
理
」。

（
7
）
参
照
、
内
閣
府
Ｈ
Ｐ
「
公
文
書
管
理
法
の
概
要
」（http://w

w
w

8.cao.go.jp/chosei/koubun/about/gaiyou/gaiyou.htm
l

）。



四
〇
五

公
文
書
管
理
制
度
の
「
行
政
法
的
な
見
方
」
に
つ
い
て
（
野
口
）

（
8
）
「
レ
コ
ー
ド
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
」
と
い
う
の
は
法
律
上
の
用
語
で
は
な
い
。
公
文
書
管
理
法
七
条
。

（
9
）
筆
者
の
考
え
る
「
行
政
法
的
な
見
方
」
と
は
、
と
て
も
シ
ン
プ
ル
な
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、「
行
政
の
活
動
に
注
目
す
る
」
と
い
う
も
の
で
あ

る
。
な
ぜ
、
行
政
の
活
動
に
着
目
す
る
か
と
い
え
ば
、
そ
の
行
政
の
活
動
の
集
積
体
こ
そ
が
、
法
律
の
執
行
で
あ
り
、
法
律
の
執
行
に
よ
り
一
人

一
人
の
国
民
に
必
要
な
制
度
が
実
現
・
運
営
さ
れ
て
い
く
は
ず
だ
か
ら
だ
か
ら
で
あ
る
。
逆
に
い
え
ば
、
行
政
の
活
動
を
み
つ
め
、
見
直
す
こ
と

な
し
に
た
だ
、
制
度
の
問
題
を
批
判
し
た
り
、
諸
外
国
の
制
度
を
モ
デ
ル
に
理
想
を
論
じ
て
み
た
り
し
て
も
、
現
状
の
制
度
は
か
わ
ら
な
い
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

（
10
）
な
お
、
こ
の
勧
告
権
は
「
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
」
と
定
め
ら
れ
て
い
る
た
め
か
、
い
ま
だ
三
一
条
に
基
づ
く
勧
告
の
発
動
は
な
さ

れ
て
い
な
い
。

（
11
）
条
文
上
は
、「
国
立
公
文
書
館
等
の
長
は
…
保
存
さ
れ
て
い
る
特
定
歴
史
公
文
書
等
に
つ
い
て
…
目
録
の
記
載
に
従
い
利
用
の
請
求
が
あ
っ
た
場

合
に
は
…
こ
れ
を
利
用
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。

（
12
）
公
文
書
管
理
法
二
一
条
が
、「
利
用
請
求
に
対
す
る
処
分
又
は
利
用
請
求
に
係
る
不
作
為
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
も
の
は
、
国
立
公
文
書
館
等
の

長
に
対
し
、
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
規
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
こ
の
よ
う
に
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
13
）
公
文
書
管
理
法
は
、
全
六
章
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
第
一
章 

総
則
、
第
二
章 

行
政
文
書
の
管
理
、
第
三
章 

法
人
文
書
の
管
理
、
第
四
章 

歴

史
公
文
書
等
の
保
存
・
利
用
等
、
第
五
章 
公
文
書
管
理
委
員
会
、
第
六
章 

雑
則
。

（
14
）
国
家
公
務
員
法
八
二
条
二
号
（
懲
戒
）「
職
務
上
の
義
務
に
違
反
し
、
又
は
職
務
を
怠
っ
た
場
合
」。

（
15
）
行
政
の
内
部
基
準
に
つ
い
て
特
筆
す
べ
き
近
時
の
行
政
法
学
上
の
議
論
と
し
て
、
行
政
規
則
の
「
自
己
拘
束
性
」
の
問
題
が
あ
る
。
ま
た
、
行

政
事
件
訴
訟
法
の
改
正
に
よ
り
当
事
者
訴
訟
と
い
う
訴
訟
形
式
の
活
用
が
期
待
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
行
政
立
法
が
直
接
に
訴
訟
で
争
わ
れ
る
対

象
に
す
え
ら
れ
る
可
能
性
に
つ
い
て
も
新
し
い
考
え
方
が
示
さ
れ
て
い
る
。
行
政
が
策
定
す
る
基
準（
行
政
立
法
）に
着
目
す
る
新
し
い
考
え
方
は
、

文
書
管
理
の
分
野
に
お
け
る
行
政
基
準
（
行
政
文
書
管
理
基
準
）
に
も
無
関
係
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
16
）
現
在
、各
省
庁
は
、上
述
の
「
行
政
文
書
の
管
理
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
沿
い
な
が
ら
、ほ
ぼ
統
一
的
な
文
書
管
理
規
則
を
策
定
し
て
い
る
。

（
17
）
こ
の
た
め
、
公
文
書
管
理
委
員
会
内
に
、
不
服
分
科
会
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
分
科
会
は
、
法
律
施
行
後
、
本
稿
執
筆
時
点
に
お
い
て
、

す
で
に
四
事
例
（
九
件
）
の
答
申
を
出
し
て
い
る
。

（
18
）
合
衆
国
法
律
集
第
四
四 

公
共
印
刷
物
及
び
公
文
書
に
関
す
る
法
律
二
九
章
（
Ｎ
Ａ
Ｒ
Ａ
長
官
及
び
Ｇ
Ｓ
Ａ
長
官
に
よ
る
記
録
管
理
法
）。
Ｎ
Ａ
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〇
六

Ｒ
Ａ
長
官
は
、
連
邦
政
府
の
政
策
・
業
務
処
理
の
十
分
か
つ
適
切
な
文
書
化
、
記
録
の
適
切
な
処
分
を
確
実
に
行
う
た
め
、
連
邦
政
府
に
対
し
ガ

イ
ダ
ン
ス
や
援
助
を
提
供
す
る
と
い
っ
た
規
定
が
お
か
れ
て
い
る
（2904

（a

））。

（
19
）
詳
細
は
、
公
文
書
管
理
委
員
会
二
〇
一
五
年
一
二
月
四
日
開
催
資
料
（
有
識
者
説
明
資
料
、http://w

w
w

8.cao.go.jp/koubuniinkai/
iinkaisai/2015/20151204haifu.htm

l

）。

（
20
）
公
文
書
管
理
法
一
六
条
一
項
一
号
イ
。

（
21
）
行
政
不
服
審
査
の
根
拠
法
で
あ
る
行
政
不
服
審
査
法
は
、
平
成
二
六
年
に
改
正
さ
れ
、
平
成
二
八
年
四
月
か
ら
施
行
さ
れ
て
い
る
。
今
次
の
改
正 

が
、
公
文
書
管
理
制
度
そ
の
も
の
に
直
接
与
え
る
影
響
は
な
い
と
い
え
る
が
、
改
正
法
の
施
行
に
よ
り
、「
審
査
請
求
」
へ
の
注
目
が
一
部
に
お
い

て
高
ま
る
、
と
い
う
こ
と
は
あ
り
う
る
か
も
し
れ
な
い
。

（
22
）
前
掲
注（
5
）の
報
告
書
を
参
照
。

（
23
）
平
成
二
七
年
一
〇
月
二
八
日
に
開
催
さ
れ
た
第
四
五
回
公
文
書
管
理
委
員
会
に
お
い
て
、
福
岡
県
の
「
共
同
公
文
書
館
」、
秋
田
県
の
図
書
館
と

の
合
築
例
な
ど
、
地
方
公
共
団
体
の
先
進
例
が
複
数
紹
介
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
参
考
と
な
ろ
う
。

（
24
）
平
成
二
八
年
八
月
三
〇
日
よ
り
、「
国
立
公
文
書
館
の
機
能
・
施
設
の
在
り
方
等
に
関
す
る
調
査
検
討
会
議
」
に
お
か
れ
た
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
の
検
討
が
始
ま
っ
て
い
る
。
参
照
、http://w

w
w

8.cao.go.jp/chosei/koubun/kentou/hozonkaisai1.htm
l

。

（
25
）
平
成
二
八
年
五
月
二
六
日
日
本
経
済
新
聞
。

（
一
橋
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
教
授
）


